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石
仏
の
材
質
と
保
存
－
主
と
し
て
大
分
県
下
の
磨
崖
仏
に
っ
い
て
ー
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石
仏
（
師
崖
仏
）
の
建
造
は
五
～
六
世
紀
頃
イ
ン
ド
よ
り
中
央
ア
ジ
ア
・
中
国
を
経
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
の

建
造
は
奈
良
時
代
に
始
ま
り
、
平
安
時
代
を
経
て
鎌
倉
時
代
に
著
し
く
数
を
増
し
た
が
、
江
戸
時
代
建
造
の
も
の
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
を
除
く
日
本
の
各
地
に
石
仏
（
師
崖
仏
）
は
多
く
現
在
す
る
が
、
大
分
県
下
で
は
ほ
か
の
府
県
に
比
べ
著
し
く
数
が
多
い
。
仏
教
に

対
す
る
信
仰
心
、
技
術
者
の
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
石
仏
（
師
崖
仏
）
の
多
い
理
由
の
一
つ
に
は
、
建
造
に
適
し
た
岩
石
と
好
適
な

露
出
地
（
比
較
的
広
い
急
傾
斜
の
岸
壁
な
ど
）
の
多
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
石
仏
を
刻
む
に
は
あ
ま
り
硬
く
な
く
、
比
較
的
均
質
で

風
化
し
難
い
石
質
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
中
国
の
石
仏
の
材
質
は
花
肖
岩
・
砂
岩
・
石
灰
岩
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
大
分
県
下
の
石
仏
（
師
崖
仏
）
の
材
質
は
単
純
で
大
き
く
二

つ
に
区
分
さ
れ
る
。
一
つ
は
国
東
半
島
域
の
石
仏
で
、
第
三
紀
中
新
世
後
期
の
宇
佐
瀬
群
を
構
成
す
る
凝
灰
岩
・
凝
灰
角
呻
岩
（
一
部
安
山

岩
瀬
を
挾
む
）
で
、
豊
後
高
田
市
の
熊
野
師
崖
仏
が
好
例
で
あ
る
。
宇
佐
瀬
群
は
推
積
後
に
広
域
に
わ
た
っ
て
熱
水
変
質
を
う
け
て
い
る
た

め
岩
質
は
比
較
的
軟
ら
か
く
岩
型
に
よ
る
硬
度
差
が
小
さ
い
。
但
し
後
述
の
よ
う
に
化
学
的
風
化
を
う
け
や
す
い
。
こ
れ
に
対
し
大
分
市
お

よ
び
県
南
部
の
石
仏
（
師
崖
仏
）
の
材
は
、
ほ
と
ん
ど
約
七
万
年
前
の
流
出
と
さ
れ
る
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
で
、
安
心
院
域
の
石
仏
の
大
部
分

も
こ
れ
に
属
す
る
。
た
だ
風
化
の
著
し
い
大
分
岩
尼
寺
師
崖
仏
と
高
瀬
の
師
崖
佛
は
第
三
紀
鮮
新
世
の
碩
南
瀬
群
に
属
す
る
非
溶
結
の
凝
灰
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岩
に
刻
ま
れ
て
お
り
他
と
異
な
る
。
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
は
宇
佐
層
群
の
岩
石
に
比
べ
硬
度
は
勝
る
が
、
溶
結
度
の
差
・
堆
積
条
件
差
に
よ
る

物
理
的
風
化
、
さ
ら
に
化
学
的
風
化
を
う
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
石
仏
の
う
け
る
風
化
作
用
は
大
き
く
物
理
的
風
化
と
化
学
的
風
化
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
①
気
温
の
変
化
、
②
割
目
中
の
水
の
凍
結
、

③
湿
潤
・
乾
燥
の
繰
り
返
し
、
④
植
物
の
根
、
な
ど
に
よ
る
機
械
的
破
壊
で
、
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
に
お
け
る
堆
積
面
に
そ
う
剥
離
、
柱
状
節

理
面
に
そ
う
破
壊
な
ど
が
こ
の
作
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
宇
佐
層
群
の
岩
石
に
は
比
較
的
高
角
度
の
節
理
面
・
断
層
面
の
発

達
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
化
学
的
風
化
作
用
は
、
①
雨
水
・
浸
透
水
に
よ
る
溶
解
（
酸
性
水
に
よ
る
炭
酸
塩
鉱
物
の
溶
解
、
ア
ル
カ
リ
性
水
に
よ
る
珪
酸
塩
鉱
物
の

溶
解
な
ど
）
、
②
塩
類
風
化
‥
浸
透
水
に
よ
る
塩
類
鉱
物
の
露
出
表
面
へ
の
析
出
と
そ
れ
に
伴
う
風
化
面
の
剥
離
（
塩
類
鉱
物
と
し
て
は
石

膏
、
セ
ナ
ー
ダ
イ
ト
、
ミ
ラ
ビ
ラ
イ
ト
、
瑕
石
、
コ
ピ
ア
パ
イ
ト
、
菱
鉄
鉱
、
岩
塩
、
カ
リ
岩
塩
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
）
、
③
ア
ル
カ
リ
ー

シ
リ
カ
反
応
に
よ
る
岩
石
の
膨
脹
破
壊
、
④
∃
ｏ
に
よ
る
粘
土
化
、
⑤
萄
苔
類
な
ど
の
植
物
に
よ
る
岩
石
表
面
の
溶
解
と
風
化
、
な
ど
に

区
分
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
作
用
の
う
ち
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
②
の
塩
類
風
化
で
、
大
分
県
下
の
石
仏
の
多
く
に
白
色
の
析
出
鉱
物
詣

と
剥
離
脱
落
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。
石
仏
に
は
保
存
の
た
め
塗
料
で
覆
っ
た
り
、
雨
水
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
屋
根
を
つ
く
っ
た
り
し
て
る
も

の
が
多
い
が
、
浸
透
水
を
遮
断
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
逆
の
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。
石
仏
（
磨
崖
仏
）
の
保
存
に
は
石

仏
の
う
け
て
い
る
風
化
の
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
第
二
の
大
分
岩
屋
寺
石
仏
を
つ
く
り
だ
さ
な
い
た
め
早
急
な
調
査
が
要
望
さ
れ
る
。
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